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内 閣 府 発 表 

平成２１年１２月２１日 

 

「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」結果[要約] 

  
○調査対象  ：全国の60歳以上の男女5,000人 

○有効回答数（率） ：3,293人（65.9％） 

 

＜ポイント＞ 

１．近所付き合いが希薄化する一方、趣味やスポーツ・地域行事などの自主的な活動に参

加する人は増えている。 

・近所付き合いの程度では、「親しくつきあっている」と回答した人は43.0％で、  

過去の調査と比較すると減少傾向。 

       平成20年調査  43.0％ 

       平成15年調査  52.0％ 

       昭和63年調査  64.4％ 

 

・「１年間に，個人または友人と，あるいはグループや団体で自主的に行われた活動

に参加したことがある」と回答した人の割合は59.2％で、過去の調査と比較すると

増加傾向。 

       平成20年調査  59.2％ 

       平成15年調査  54.8％ 

       昭和63年調査  36.4％ 

 

２．「健康状態が良い」、「友人がたくさんいる」、「自主的な活動に参加したことがある」

人ほど「生きがい」を感じている 

 

３．地域活動に参加したい人やＮＰＯ活動に関心を持つ人は増えている 

・今後地域活動に参加したいと考える人は54.1％と過去の調査と比較すると増加傾向

にあり、初めて50％を超えた。 

       平成20年調査  54.1％ 

       平成15年調査  47.7％ 

       昭和63年調査  43.5％ 

・ＮＰＯ活動に関心がある人（「既に参加している」、「今後参加したい」、「関心があ

るがわからない」の合計）は56.1％であり、過去の調査と比較すると増加傾向。 

       平成20年調査  56.1％ 

       平成15年調査  47.2％ 
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ポイント１ 近所付き合いが希薄化する一方、趣味やスポーツ・地域行事などの自主的な

活動に参加する人は増えている。 

 
・ 近所付き合いの程度では、「親しくつきあっている」と回答した人は43.0％で、 過去の調査と比較する

と減少傾向。 

Ｑ４「あなたは、ふだん、近所の人とどの程度の付き合いをしていますか。」 
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・ １年間に，個人または友人と，あるいはグループや団体で自主的に行われた活動に参加したことがある

と回答した人の割合は59.2％で、過去の調査と比較すると増加傾向。 

 

Ｑ１９「あなたは，この１年間に，個人または友人と，あるいはグループや団体で自主的に行わ

れている活動（＊）を行った、または参加したことがありますか。」 
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＊趣味、健康・スポーツ、生産・就業、教育関連・文化啓発活動、生活環境改善、安全管理、 

 高齢者の支援、子育て支援、地域行事、その他の活動            
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・ １年間に，自主的な活動に参加したことがない人のほうが、参加した人よりも近所関係が希薄化してい

る傾向にある。 
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ポイント２  「健康状態が良い」、「友人がたくさんいる」、「自主的な活動に参加したこ

とがある」人ほど「生きがい」を感じている 

 
・ 全体では、「十分感じている、多少感じている」（以下「感じている」）人は82.5％、「あまり感じていない、

まったく感じていない」人は16.9％であった。 

 

・ 現在の健康状態が良好であるほど、生きがいを「感じている」人が多く、健康状態が「良い」と回答した

人の92.7％が生きがいを「感じている」のに対し、現在の健康状態について、「良くない」と回答した人の

うち、生きがいを「感じている」と回答した人は50.0％にとどまった。 

 

・ 親しい友人・仲間を多く持っている人ほど、生きがいを感じている人が多い。「友人・仲間をたくさんもっ

ている」と回答した人の93.6％が生きがいを「感じている」と回答したのに対し、親しい友人・仲間の有無

について、「友人・仲間はもっていない」と回答した人のうち、生きがいを「感じている」と回答した人は

42.9％にとどまった。 

 

・ 「１年間に，個人または友人と，あるいはグループや団体で自主的に行われている活動を行った、また

は参加したことがある」と回答した人のうち、生きがいを「感じている」と回答した人は90.7％であったの

に対し、「活動に行わなかった、参加しなかった」と回答した人のうち、生きがいを「感じている」と回答し

た人は70.6％にとどまった。 

 

・ 近隣との付き合いが親密なほど、生きがいを「感じている」と回答した人が多く、「近隣と親しく付き合っ

ている」と回答した人のうち、生きがいを「感じている」と回答した人は88.4％に対し、「近隣との付き合い

がほとんどない」と回答した人で、生きがいを「感じている」と回答した人は57.1％にとどまった。 

 

（この１年間の

自主的に行われ

ている活動への

参加状況） 

（近所との付き合い方）
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Ｑ８「あなたは、現在、どの程度生きがい（喜びや楽しみ）を感じていますか。」 

＜健康状態別＞ 
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＜友人の有無別＞ 
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＜自主的な活動への参加の有無別＞ 

 

 

 

 

 

（

現

在

の

健

康

状

態

）

十分感じている あまり感じていない

多少感じている まったく感じていない

（計） （計）

82.5 16.9

90.7 9.1

70.6 28.4

44.2

52.7

31.7

38.3

37.9

38.8

14.2

8.2

23.0

2.7

0.9

5.4 1.0

0.6

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数
(n=3293)

活動・参加したものがある
(n=1951)

活動・参加したものはない
(n=1342)

十分感じ
ている  

多少感じ
ている  

あまり感
じていな

まったく
感じてい
な

わからな
い      

（
友
人
・
仲
間
の
有
無
）



- 5 - 

＜近隣との付き合い方別＞ 

 

 

 

ポイント３  地域活動に参加したい人やＮＰＯ活動に関心を持つ人は増えている 

 

・ 「今後地域活動に参加したい」と考える人は54.1％と過去の調査と比較すると増加傾向にあり、初めて

50％を超えた。 

 

・ ＮＰＯ活動に関心がある人（「既に参加している」、「今後参加したい」、「関心があるがよくわからない」の

合計）は56.1％で、過去の調査と比較すると約9ポイント増加した。 

 

・ 性別でみると、男性が「既に活動に参加している」「今後参加したいと思っている」のいずれについても

女性を上回り、関心が高い。 

 

・ 年齢層別にみると、年齢層が低いほど「今後参加したいと思っている」が高くなっている。 

 

・ 近所付き合いの程度別・親しい友人・仲間の有無別にみると、近所付き合いの程度が強い層、また、友

人・仲間を沢山もっている層では、地域活動やＮＰＯ活動への参加意向が強い。 

 

Ｑ２０あなたは，グループや団体で自主的に行われている活動(地域活動)に，今後とも(又は今

後は)，参加したいと思いますか。参加したくないと思いますか。 
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Ｑ２３地域の福祉や環境を改善することを目的としたＮＰＯ（民間非営利活動団体）が活動して

います。あなたはＮＰＯ活動にご関心がおありですか。 
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＜性別＞ 
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＜年齢別＞ 
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＜近隣との付き合い方別＞ 
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＜友人の有無別＞ 
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「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」結果の概要 

 

◎ 調査の目的 

    本調査は、地域社会への参加に関する高齢者の意識を把握するとともに、既

に行われている４回の調査（昭和 63 年度、平成５年度、平成 10 年度、平成 15

年度）などとの時系列分析を行い、今後の高齢社会対策の推進に資することを

目的として実施した。 

 

◎ 調査項目 

    １．健康状態・日常生活に関する事項 
  ２．地域社会に参加するための環境に関する事項 

    ３．社会参加活動についての実態と意識に関する事項 
    ４．地域活動についての考え方に関する事項 
    ５．世代間交流についての実態と意識に関する事項 
 

◎ 調査対象 

    （１）母集団 
          全国の 60 歳以上の男女 

    （２）標本数 
          5,000 人 

    （３）抽出方法 
層化二段無作為抽出法 

 

◎ 調査時期 

    平成 21 年２月 12 日～３月 12 日 

 

◎ 調査方法 

調査員による面接聴取法 

 

◎ 調査実施機関 

社団法人 新情報センター 

 

 



 

9 

◎ 回収結果 

    （１）有効回収数（率） 
          3,293 人（65.9％） 

    （２）調査不能数（率） 
          1,707 人（34.1％） 

                （不能内訳） 
                    転居   106         長期不在   154 

                    一時不在  396     住所不明    47 

                    拒否    771         その他   233 

 

◎ 調査対象者の基本属性（性別・年齢別構成） 

 

 

◎ 過去の調査について  

    本報告書で結果を引用した過去の調査は次のとおりである。 
 

            （ 調 査 名 ）           （母集団）    （標本数） （有効回収数） 

平成 15 年度調査 高齢者の地域社会への参加に関する意識調査  60 歳以上の男女   4,000     2,860 

 平成 10 年度調査 高齢者の地域社会への参加に関する意識調査  60 歳以上の男女   3,000     2,303 

 平成  5 年度調査 高齢者の地域社会への参加に関する意識調査  60 歳以上の男女   3,000     2,385 

 昭和 63 年度調査 高齢者の地域社会への参加に関する意識調査  60 歳以上の男女   3,000     2,451 

 

平成 19 年度調査 高齢者の健康に関する意識調査        55 歳以上の男女   5,000     3,157 

 
 
 
（注：グラフの「＊」は、調査時に選択肢がないなどで、データが存在しないもの。）  

60 65 70 75 80 （

う

〜 〜 〜 〜 歳 ち

85

64 69 74 79 以 歳

以

歳 歳 歳 歳 上 上

）
 

総　　　数 （人） 3,293 1,551 1,742 849 850 696 517 381 119

構　成　比 （％） 100.0 47.1 52.9 25.8 25.8 21.1 15.7 11.6 3.6

年　　齢　　別

総

数

男

性

女

性

性　　別
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◎調査結果の概要《主なポイント》 

 

１． 健康状態・日常生活に関する事項 

○「健康状態が良い」、「友人がたくさんいる」、「自主的な活動に参加したことが

ある」人ほど「生きがい」を感じている。男女ともに、年齢が高くなると「生き

がい」を感じていない人が増加する傾向。（報告書P.8） 

○ 近所付き合いの程度では、「親しくつきあっている」と回答した人は43.0％で、

過去の調査と比較すると減少傾向。どの年代も男性より女性の方が近所と「親し

くつきあっている」人が多く、三世代世帯や居住年数が長い世帯ほど、近所と「親

しくつきあっている」世帯が多い。（報告書P.14） 

○「生きがいを感じるとき」について、健康状態が「良い」・「まあ良い」と回答

した人は「趣味やスポーツに熱中」（51.8%）、「孫や家族との団欒」（47.6%）、「友

人や知人との食事・雑談」（46.7%）、「旅行」（42.9%）と回答した人が多く、健康

状態が「良くない」・「あまり良くない」と回答した人は、「テレビやラジオ」

（48.9%）、「孫や家族との団欒」（45.8%）と回答した人が多い。(報告書P.22) 

○「心配ごとや悩みごと」があると回答とした人が、１年前の調査と比較して増

えており、「自分の健康」、「配偶者の健康」、「配偶者に先立たれた後の生活」、「一

人暮らしや孤独になること」と回答する人が増えた。(報告書P.39) 

○「社会保障給付」と「税負担」との関係について、「給付水準を維持し、必要な

増税や負担増を行うべき」と回答する人が25.6％と最も多く、「水準を引き上げ、

それに必要な増税や負担増を行うべき」と回答した人とあわせると、37.9％が「必

要な増税や負担増を行うべき」と考えており、１年前の調査と比較しても回答す

る比率が高まっている。収入が多い人ほど、水準を維持又は水準を引き上げ「必

要な増税を行うべき」と回答する人が増加する傾向。収入が少ない人ほど、「わ

からない」と回答する人が増加。(報告書P.48) 

２． 地域社会に参加するための環境に関する事項 

○「仕事や家事以外での過ごし方」について、「テレビ、ラジオ」と回答した人の

割合は平成15年調査では84.3％だったが、平成20年調査では75.5％と減少してい

る一方で、「軽い運動やスポーツ」、「日帰りの行楽」、「地域や社会のための活動」

等の屋外での活動が増加。(報告書P.52) 

○「家族や友人知人への連絡、情報収集等に使う機器」では、携帯電話・ＰＨＳ

等のいずれの機器についても、性別では女性よりも男性、年齢では若い人ほど、

利用している人が多い。また、「親しい友人・仲間の有無」別に見ると、友人・

仲間をたくさんもっている人ほど、情報機器を利用している。(報告書P.57) 
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３． 社会参加活動についての実態と意識に関する事項 

○「１年間に自主的に行われている活動を行った、又は参加したことがある」人

は約６割であり、過去の調査と比較すると増加傾向。「健康・スポーツ」が最も

多く30.5％、続いて「地域行事」が24.4％であり、過去の調査と比較するといず

れも増加している。また、「活動の形態」については、「主にグループ団体活動に

参加」している人が半数を超え、「主に個人または友人と一緒に活動」している

人を上回った。(報告書P.59) 

○「最も力を入れた活動」について、過去の調査と比較すると「健康・スポーツ」

や「地域行事」と回答した人が増加しており、「趣味」と回答した人が減少した。

(報告書P.64) 

○「最も力を入れている活動に参加したきっかけ」について、「友人、仲間のすす

め」が39.3％と最も多いが、過去の調査と比較すると減少傾向にある。続いて、

「個人の意思」が33.3％、「自治会、町内会の誘い」が27.6％であり、いずれも

過去の調査と比較すると増加傾向であった。（報告書P.71） 

○「活動に参加しなかった理由」について、「健康・体力に自信がないから」が最

も多く36.4％で、過去の調査と比較すると増加傾向。また、「同好の友人・仲間

がいなから」も11.2％で、過去の調査から増加傾向にある。(報告書P.75) 

○今後地域活動に参加したいと考える人は54.1％と過去の調査と比較すると増加

傾向にあり、初めて50％を超えた。(報告書P.77) 

○「参加したいと思う理由」について、「生活に充実感をもちたいから」が39.6％

で最も高く、以下、「お互いに助け合うことが大切だから」が35.2％、「健康や体

力に自信をつけたいから」が34.9％、「地域社会に貢献したいから」が32.0％で

あった。これらに結果を、「参加して良かったと思うこと」（Ｑ１９―ＳＱ６）と

比較すると、「参加したい思う理由」以上に実際には「新しい友人を得ることが

できた」「生活に充実感をもつことができた」を評価する傾向が強い。(報告書

P.82) 

○「特に力を入れて参加している団体」について過去の調査と比較すると、「町内

会・自治会」、「健康・スポーツのサークル・団体」への参加は増えている一方、

「老人クラブ」は大幅に減少している。(報告書P.87) 

○ＮＰＯ活動に関心がある人（「既に参加している」、「今後参加したい」、「関心が

あるがわからない」の合計）は56.1％であり、過去の調査と比較すると増加傾向。

(報告書P.93) 

４． 地域活動についての考え方に関する事項 

○地域のための活動の報酬に対する考え方について、「地域活動だから、謝礼や報

酬などは受け取るべきではない」と回答した人の割合は、平成１５年調査では

31.1％だったが、平成20年調査では46.3％と増加している。(報告書P.100) 
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５． 世代間交流についての実態と意識に関する事項 

○世代間交流の機会の有無について、前回調査の平成15年までは減少傾向であっ

たが、今回の調査では増加し、5割以上が交流機会を持っている。(報告書P.105)

○若い世代との交流の機会については、その参加意向が60％を超えた。(報告書

P.109) 
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◎ 調査結果 

１．健康状態・日常生活に関する事項 

・「健康状態が良い」、「友人がたくさんいる」、「自主的な活動に参加したことがあ

る」人ほど「生きがい」を感じている。 
・男女ともに、年齢が高くなると「生きがい」を感じていない人が増加する傾向。

  
Ｑ８「あなたは、現在、どの程度生きがい（喜びや楽しみ）を感じていますか。」  
＜健康状態別＞  

十分感じている あまり感じていない

多少感じている まったく感じていない

（計） （計）

82.5 16.9

92.7 7.1

88.0 11.8

81.9 17.3

65.7 33.6

50.0 47.2

44.2

64.6

43.3

40.0

24.8

17.9

38.3

28.1

44.6

41.8

40.9

32.1

14.2

6.0

10.3

15.5

27.9

29.2

2.7

1.1

1.5

1.8

5.7

17.9

0.8

0.7

2.8

0.2

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数
(n=3293)

良い
(n=890)

まあ良い
(n=757)

普通
(n=992)

あまり良くない
(n=548)

良くない
(n=106)

十分感じ
ている  

多少感じ
ている  

あまり感
じていな

まったく
感じてい
な

わからな
い      

 
 
＜友人の有無別＞  

 
＜自主的な活動への参加の有無別＞  

（

現

在

の

健

康

状

態

）

十分感じている あまり感じていない

多少感じている まったく感じていない

（計） （計）

82.5 16.9

90.7 9.1

70.6 28.4

44.2

52.7

31.7

38.3

37.9

38.8

14.2

8.2

23.0

2.7

0.9

5.4 1.0

0.6

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数
(n=3293)

活動・参加したものがある
(n=1951)

活動・参加したものはない
(n=1342)

十分感じ
ている  

多少感じ
ている  

あまり感
じていな

まったく
感じてい
な

わからな
い      

（
友
人
・
仲
間
の
有
無
）

十分感じている あまり感じていない

多少感じている まったく感じていない

（計） （計）

82.5 16.9

93.6 6.2

84.7 14.8

71.6 27.6

42.9 54.5

44.2

66.3

42.3

25.7

12.3

38.3

27.3

42.4

45.9

30.5

14.2

5.4

13.2

23.6

35.7

2.7

0.9

1.6

4.0

18.8

0.6

0.2

0.5

0.9

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3293)

沢山もっている
(n=932)

普通
(n=1507)

少しもっている
(n=700)

もっていない
(n=154) 

十分感じ
ている  
        

多少感じ
ている  
        

あまり感
じていな
い      

まったく
感じてい
ない    

わからな
い      
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＜性・年齢別＞  

十分感じている あまり感じていない

多少感じている まったく感じていない

（計） （計）

82.5 16.9

85.0 14.8

81.9 17.6

82.2 16.6

78.3 21.7

71.5 27.9

- -

87.3 12.7

85.6 14.2

85.2 14.5

80.5 17.4

74.2 24.4

44.2

42.2

45.0

48.2

41.3

35.5

47.7

48.6

43.3

42.6

36.8

38.3

42.7

36.9

34.0

37.0

36.0

39.5

37.0

41.9

37.9

37.3

14.2

13.6

18.7

22.7

11.7

11.6

11.2

14.2

19.6

1.3

3.0

5.2

1.1

2.6

3.4

3.2

4.8

-

0.6

-

0.2

0.3

2.1

1.4

13.5

15.0 2.6

3.0

2.7

1.2

0.5

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3293)

男性・６０～６４歳
（n=386)

男性・６５～６９歳
（n=420)

男性・７０～７４歳
（n=338)

男性・７５～７９歳
（n=235)

男性・８０歳以上
（n=172)

女性・６０～６４歳
（n=463)

女性・６５～６９歳
（n=430)

女性・７０～７４歳
（n=358)

女性・７５～７９歳
（n=282)

女性・８０歳以上
（n=209)

十分感じ
ている  
        

多少感じ
ている  
        

あまり感
じていな
い      

まったく
感じてい
ない    

わからな
い      
        

 
 
・近所付き合いの程度では、「親しくつきあっている」と回答した人は、43.0％で、
過去の調査と比較すると減少傾向。 

・どの年代も男性より女性の方が近所と「親しくつきあっている」人が多く、三

世代世帯や居住年数が長い世帯ほど、近所と「親しくつきあっている」世帯が

多い。 
 

Ｑ４「あなたは、ふだん、近所の人とどの程度の付き合いをしていますか。」  

43.0

42.9

52.0

54.1

59.5

64.4

51.2

50.2

40.9

40.7

35.6

30.7

5.8

6.8

7.1

5.1

4.9

4.9

*

0.1

*

*

*

*

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年度（n=3293）

平成19年度　
（60歳以上）（n=2547）

平成15年度（n=2860）

平成10年度（n=2303）

平成５年度（n=2385）

昭和63年度（n=2451）

親しくつき
あっている

あいさつを
する程度

つきあいは
ほとんどしていない

わからない

 

 

（

性

・

年

齢

別

）
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 ＜性・年齢別＞  

43.0

35.5

35.0

39.3

42.1

35.5

45.8

51.9

49.4

44.7

48.8

51.2

58.3

60.5

54.1

49.8

52.3

50.3

45.1

44.7

51.8

39.7

5.8

6.2

4.5

6.5

8.1

12.2

3.9

3.0

5.9

3.5

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3293)

男性・６０～６４歳
（n=386)

男性・６５～６９歳
（n=420)

男性・７０～７４歳
（n=338)

男性・７５～７９歳
（n=235)

男性・８０歳以上
（n=172)

女性・６０～６４歳
（n=463)

女性・６５～６９歳
（n=430)

女性・７０～７４歳
（n=358)

女性・７５～７９歳
（n=282)

女性・８０歳以上
（n=209)

親しく
つきあって
いる

あいさつを
する程度      
        

つきあいは
ほとんどない

 
 ＜同居形態別＞  

43.0

42.1

40.9

40.3

51.7

47.0

51.2

47.4

53.9

54.8

43.4

44.3

5.8

10.5

5.2

5.0

4.9

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3293)
単身世帯
(n=382)

夫婦二人世帯
(n=1236)
二世代世帯
(n=968)
三世代世帯
(n=592)
その他
(n=115)

親しく
つきあって
いる

あいさつを
する程度      
        

つきあいは
ほとんどない
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 ＜居住年数別＞  

43.0

18.2

14.8

20.0

20.6

30.7

31.2

49.3

62.4

51.2

54.5

61.1

50.0

65.8

64.2

63.3

46.4

34.5

5.8

27.3

24.1

30.0

13.5

5.1

5.6

4.3

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3293)

１年未満
(n=11)

１年～３年未満
(n=54)

３年～５年未満
(n=60)

５年～１０年未満
(n=155)

１０年～２０年未満
(n=335)

２０年～３０年未満
(n=449)
３０年以上
(n=2064)

生まれてからずっと
(n=165)

親しく
つきあって
いる

あいさつを
する程度      
        

つきあいは
ほとんどない

 
 
 ＜自主的な活動への参加の有無別＞  

43.0

50.5

32.1

51.2

47.0

57.2

5.8

2.5

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3293)

活動・参加したもの
がある(n=1951)

活動・参加したもの
はない(n=1342)

親しく
つきあって
いる

あいさつを
する程度      
        

つきあいは
ほとんどない
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・「生きがいを感じるとき」について、健康状態「良い」・「まあ良い」と回答した

人は「趣味やスポーツに熱中」（51.8％）、「孫や家族との団欒」（47.6％）、「友
人や知人との食事・雑談」（46.7％）、「旅行」（42.9％）と回答した人が多く、
健康状態が「良くない」・「あまり良くない」と回答した人は、「テレビやラジオ」

（48.9％）、「孫や家族との団欒」（45.8％）と回答した人が多い。 
 Ｑ８「あなたが生きがい（喜びや楽しみ）を感じるのはどのような時ですか。この中

からいくつでもあげてください。」（複数回答）  
＜健康状態別＞  

51.8

47.6

46.7

37.6

42.9

38.8

34.1

32.4

32.9

45.8

39.5

48.9

24.0

37.8

27.4

15.5

0 10 20 30 40 50 60

趣味やスポーツに

熱中している時  

孫など家族との団

らんの時       

友人や知人と食事，

雑談している時

テレビを見たり，

ラジオを聞いている時

旅行に行っている時

おいしい物を食べ

ている時       

夫婦団らんの時

仕事に打ち

込んでいる時

19.6

16.5

15.6

13.8

11.2

1.1

0.5

12.3

7.5

8.7

9.7

7.5

1.5

0.5

0 10 20 30 40 50 60

他人から感謝された時

社会奉仕や地域活

動をしている時  

勉強や教養などに

身を入れている時

若い世代と交流し

ている時        

収入があった時

その他

わからない

良い（計）
（n=1491）

良くない（計）
（n=413）

（％）（％）

 
 
・「心配ごとや悩みごと」があると回答した人が、１年前の調査と比較して増えて

おり、「自分の健康」、「配偶者の健康」、「配偶者に先立たれた後の生活」、「一人

暮らしや孤独になること」と回答する人が増えた。 
   Ｑ１０「あなたは、現在、心配ごとや悩みごとがありますか。この中からいくつでも

あげてください。」（複数回答）  

3 8 .8

2 3 .0

1 4 .8

1 2 .4

9 .0

8 .4

8 .3

3 0 .9

1 8 .3

1 4 .0

7 .9

6 .6

7 .0

6 .4

- 1 0 .0 2 0 .0 3 0 .0 4 0 .0 5 0 .0 6 0 .0

自 分 の 健 康 の こ と

配 偶 者 の 健 康
の こ と

生 活 費 な ど
経 済 的 な こ と

配 偶 者 に 先 立 た れ た
後 の 生 活 の こ と

一 人 暮 らしや 孤 独
に な る こ と

病 気 な ど の とき 、面 倒 み
て くれ る人 が い な い こ と

現 在 住 ん で い る家 の 老 朽
化 に よ る修 理 や 建 替 の こ と

平 成 20年 度
（n = 3 2 9 3 ）

平 成 19年 度
60歳 以 上
（n = 2 5 4 7 ）

（％ ）

4 .6

1 .5

1 .4

4 .2

3 7 .1

0 .2

2 .9

1 .4

1 .4

4 .3

4 6 .3

0 .8

- 1 0 .0 2 0 .0 3 0 .0 4 0 .0 5 0 .0 6 0 .0

貯 金 や 不 動 産 な ど
の 資 産 管 理 の こ と

趣 味 や 生 きが い
が な い こ と

安 心 して 住 め る
家 が な い こ と

そ の 他

心 配 ご とは な い

わ か らな い

（％ ）
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・「社会保障給付」と「税負担」との関係について、「給付水準を維持し、必要な

増税や負担増を行うべき」と回答する人が 25.6％と最も多く、「水準を引き上げ、
それに必要な増税や負担増を行うべき」と回答した人とあわせると、37.9％が
「必要な増税や負担増を行うべき」と考えており、１年前の調査と比較しても

回答する比率が高まっている。 
・収入が多い人ほど、水準を維持又は水準を引き上げ「必要な増税を行うべき」

と回答する人が増加する傾向。収入が少ない人ほど、「わからない」と回答する

人が増加。 
 Ｑ１４「今後の社会保障給付の水準と，税金や社会保険料の負担との関係について，あな

たの考えに一番近いのはどれですか。この中から１つだけお答えください。」  

12.3

9.8

25.6

21.9

19.8

19.9

19.8

21.5

5.0

6.9

17.5

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成20年度（n=3293）

平成19年度

60歳以上（n=2547）

水準を引き上
げ、それに必要
な増税や負担
増を行うべき

水準を維持し，
必要な増税
や負担増を
行うべき

水準を引き下
げ、税金や負
担を据え置く
べき

水準を引き下
げ、減税や負
担減を行う
べき

その他  
        
        
        

わから
ない

 
 ＜収入別＞  

12.3

3.3

8.9

11.5

9.2

11.0

12.8

13.0

20.8

15.6

17.5

10.0

18.8

25.6

11.0

14.1

19.2

25.2

25.6

31.6

31.6

32.3

31.3

43.3

6.7

22.7

19.8

18.0

23.7

20.9

20.8

24.3

16.5

26.6

11.3

11.7

12.5

23.1

19.3

22.4

18.1

17.0

17.6

17.2

13.4

28.3

14.8

4.2

5.6

7.1

3.5

7.5

1.6

10.3

6.7

1.6

17.5

45.1

31.5

25.2

18.4

14.6

9.6

10.6

5.4

7.8

4.1

36.7

29.7

17.7

14.3

19.8

20.9

24.9

5.0

3.3

3.0

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3293)
５万円未満
(n=91)

５万円～１０万円未満
(n=305)

１０万円～１５万円未満
(n=416)

１５万円～２０万円未満
(n=456)

２０万円～２５万円未満
(n=536)

２５万円～３０万円未満
(n=437)

３０万円～４０万円未満
(n=424)

４０万円～６０万円未満
(n=279)

６０万円～８０万円未満
(n=64)
８０万円以上
(n=97)
収入はない
(n=60)
無回答
(n=128)

水準を引
き上げ必
要な増税
行うべき

水準を維
持し，必
要な増税
行うべき

水準を引
き下げ税
金を据え
置くべき

水準を引
き下げ減
税などを
行うべき

その他  
        
        
        

わからな
い      
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２．地域社会に参加するための環境に関する事項 

 

・「仕事や家事以外での過ごし方」について、「テレビ、ラジオ」と回答した人の

割合は平成 15 年調査では 84.3％だったが、平成 20 年調査では 75.5％と減少し
ている一方で、「軽い運動やスポーツ」、「日帰りの行楽」、「地域や社会のための

活動」等の屋外での活動が増加。 

  
Ｑ１６「あなたは，ふだんの日に仕事や家事以外では，主にどのようなことをして過ご

すことが多いですか。この中からいくつでもあげてください。」（複数回答）  

75.5

52.6

41.7

32.5

31.5

29.3

24.8

18.1

84.3

59.3

39.5

29.3

36.3

23.5

23.5

16.1

38.5

24.7

27.8

18.4

13.7

14.5

*

*

- 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ，ラジオ

新聞，雑誌など

趣味・娯楽

仲間と集まったり

おしゃべりをする

家族とのだんらん

軽い運動

やスポーツ

飲食・ショッピング

日帰りの行楽

（％）

17.2

13.4

12.0

10.8

8.0

5.3

1.4

16.9

11.3

11.0

11.1

4.1

4.1

3.2

17.0

8.9

8.9

2.1

5.3

3.7

*

- 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

孫と遊ぶ

ドライブ

地域や社会

のための活動

何もしないので

のんびりする 

インターネット

・メール

学習活動

その他

平成20年度
（n=3293）

平成15年度
（n=2860）

平成10年度
（n=2303)

（％）

 

・「家族や友人知人への連絡、情報収集等に使う機器」では、携帯電話・ＰＨＳ等

のいずれの機器についても、性別では女性よりも男性、年齢では若い人ほど、

利用している人が多い。また、「親しい友人・仲間の有無」別に見ると、友人・

仲間をたくさんもっている人ほど、情報機器を利用している。 
 
Ｑ１８「あなたは，家族や友人知人への連絡，情報収集等に下記のような機器を使うこ

とがありますか。あなたにあてはまるものをすべてあげてください。」（複数回

答）  
＜男女別＞  

60.6

18.8

19.2

33.7

52.5

14.9

8.3

43.6

0 20 40 60 80 100

携帯電話
・ＰＨＳ

ファックス

パソコン

いずれも

使わない

男性（n=1551）

女性（n=1742）
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＜年齢別＞  

56.3

79.6

68.0

49.4

36.2

18.1

16.8

22.1

20.8

14.2

13.5

4.7

13.5

21.6

16.1

11.5

6.4

2.6

39.0

16.8

26.6

45.7

57.6

78.2

- 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

総　　数
(n=3293)

６０～６４歳
(n=849)

６５～６９歳
(n=850)

７０～７４歳
(n=696)

７５～７９歳
(n=517)

８０歳以上
(n=381)

携帯電話
・ＰＨＳ

ファックス

パソコン

いずれも
使わない

（％）

 
 
＜親しい友人・仲間の有無別＞  

64.1

23.0

17.7

30.5

57.7

16.9

14.9

37.3

47.9

10.7

6.9

48.1

33.8

5.8

3.9

64.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

携帯電話

・ＰＨＳ

ファックス

パソコン

いずれも

使わない

沢山もっている
（n=932）

普通
（n=1507）

少しもっている
（n=700）

友人・仲間は
もっていない
（n=154）

（％）
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３．社会参加活動についての実態と意識に関する事項 

 

・「１年間に自主的に行われている活動を行った、又は参加したことがある」人は

約６割であり、過去の調査と比較すると増加傾向。「健康・スポーツ」が最も多

く 30.5％、続いて「地域行事」が 24.4％であり、過去の調査と比較するといず
れも増加している。また、「活動の形態」については、「主にグループ団体活動

に参加」している人が半数を超え、「主に個人または友人と一緒に活動」してい

る人を上回った。 
 
Ｑ１９「あなたは，この１年間に，個人または友人と，あるいはグループや団体で自主

的に行われている次のような活動を行った，または参加したことがありますか。

この中からいくつでもお答えください。」（複数回答）  

（注：＊は、調査時に選択肢がないなどで、

データが存在しないもの。）

30.5

24.4

20.2

10.6

9.3

7.2

7.1

28.7

21.0

23.8

6.9

8.8

5.8

5.6

25.3

19.6

24.8

9.1

6.7

4.8

6.0

18.3

12.8

17.1

6.7

6.4

4.8

4.1

18.9

9.9

17.9

5.6

4.7

3.6

3.9

16.4

8.7

11.5

4.6

2.8

2.7

2.1

- 20.0 40.0 60.0 80.0

健康・

スポーツ

地域行事

趣味

生活環境
改善

教育・文化

安全管理

生産・就業

平成20年度（n=3293）

平成19年度（n=2547）

平成15年度（n=2860）

平成10年度（n=2303）

平成5年度（n=2385）

昭和63年度（n=2451）

（％）

5.9

2.3

0.8

40.8

59.2

4.2

2.2

2.8

40.0

0.2

59.8

4.8

1.9

3.7

45.2

54.8

5.0

56.3

43.7

4.2

57.7

42.3

2.9

63.6

36.4

*

*
*

*

*

*

*

*

*

*

*

- 20.0 40.0 60.0 80.0

高齢者

の支援

子育て支援

その他

参加した

ものはない

わからない

参加したこと

がある（計）

（％）

 
Ｑ１９－ＳＱ１「あなたはその活動を，主に個人または友人と行っていますか，それと

も，グループや団体の活動に参加して行っていますか。」  

47.8

52.6

52.2

47.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成20年度（n=1951）

平成15年度（n=1566）

主に個人または友
人と一緒に活動  

主にグループ団体
活動に参加      
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・「最も力を入れた活動」について、過去の調査と比較すると「健康・スポーツ」

や「地域行事」と回答した人が増加しており、「趣味」と回答した人が減少した。

 
Ｑ１９－ＳＱ２「そのうち，あなたが，最も力を入れて参加した活動はどれですか。こ

の中から１つだけお答えください。」  

35.8

24.5

17.5

5.6

4.4

4.2

29.3

32.2

14.9

4.8

4.0

4.5

27.4

31.5

12.1

6.7

6.1

5.4

32.6

33.6

11.1

5.6

5.1

5.0

36.3

25.4

13.9

6.4

3.9

3.5

0 10 20 30 40 50

健康・

スポーツ

趣味

地域行事

生活環境

改善

教育・文化

生産・就業

平成20年度
（n=1951）

平成15年度
（n=1566）

平成10年度
（n=1006）

平成5年度
（n=1009）

昭和63年度
（n=891）

（％）

3.0

2.8

1.2

0.8

0.2

3.1

1.9

0.6

4.5

0.1

6.2

4.2

0.5

4.6

2.6

4.2

3.6

2.9

*

*

-

*

*

*

*

0 10 20 30 40 50

高齢者

の支援

安全管理

子育て支援

その他

無回答

（％）

 
 

・「最も力を入れている活動に参加したきっかけ」について、「友人、仲間のすす

め」が 39.3％と最も多いが、過去の調査と比較すると減少傾向にある。続いて、
「個人の意志」が 33.3％、「自治会、町内会の誘い」が 27.6％であり、いずれ
も過去の調査と比較すると増加した。 
 
Ｑ１９－ＳＱ５「現在最も力を入れている活動を始めたきっかけはどういうことだった

のでしょうか。この中であてはまるものをいくつでもお答えください。」（複数

回答）  

39.3

33.3

27.6

11.4

43.2

33.0

22.8

8.0

43.1

28.8

22.9

11.2

48.6

27.8

22.0

11.7

0.0 20.0 40.0 60.0

友人，仲間の

すすめ

個人の意思で

（問題意識や

解決したい

課題をもって）

自治会，

町内会の誘い

活動団体

からの呼びかけ

（％）

7.0

5.1

1.2

1.9

7.5

6.6

2.2

2.6

7.4

6.0

2.9

2.2

5.6

4.9

1.6

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0

家族のすすめ

市区町村の

広報誌

等をみて

その他

特にない

平成20年度（n=1951）

平成15年度（n=1566）

平成10年度（n=1006）

平成5年度（n=1009）

（％）
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・「活動に参加しなかった理由」について、「健康・体力に自信がないから」が最

も多く 36.4％で、過去の調査と比較すると増加傾向。また、「同好の友人・仲間
がいないから」も 11.2％で、過去の調査から増加傾向にある。 
 
Ｑ１９－ＳＱ７「この１年間に，個人または友人と，あるいはグループや団体で自主的

に行われているような活動に参加しなかったのはどうしてですか。この中からい

くつでも選んでください。」（複数回答）  

36.4

26.5

11.2

9.6

9.0

38.1

22.1

8.4

8.6

9.0

33.2

31.4

9.6

9.2

9.0

31.6

34.2

7.7

5.9

8.1

30.6

24.9

7.8

5.6

5.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

健康・体力に自信

がないから

家庭の事情が

あるから

同好の友人・仲間

がいないから

気軽に参加できる

活動が少ないから

どのような活動な

のか知らないから

（％）

3.6

3.1

2.6

1.8

2.9

19.5

3.8

3.9

2.3

2.4

6.3

20.7

4.5

2.6

2.1

1.1

5.2

17.9

3.4

1.3

2.0

1.6

5.2

19.7

3.3

1.5

2.0

1.3

13.9

19.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

活動場所に近く

ないから

経費や手間が

かかりすぎるから

活動に必要な技術

，経験がないから

過去に参加したが

期待はずれだった

その他

特に理由はない

平成20年度（n=1342）

平成15年度（n=1294）

平成10年度（n=1297）

平成5年度（n=1376）

昭和63年度(n=1560)

（％）

 
 
・今後地域活動に参加したいと考える人は 54.1％と過去の調査と比較すると増加
傾向にあり、初めて 50％を超えた。 

 
Ｑ２０「あなたは，グループや団体で自主的に行われている活動（地域活動）に，今後

とも（又は今後は），参加したいと思いますか。参加したくないと思いますか。」 

54.1

47.7

47.9

46.6

43.5

16.2

10.5

14.8

17.7

16.6

27.3

37.5

32.6

31.0

33.2

2.3

4.3

4.8

4.7

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年度
（n=3293）

平成15年度
（n=2860）

平成10年度
（n=2303)

平成5年度
(n=2385)

昭和63年度
(n=2451)

参加したい 参加したいが、
事情があって
参加できない

参加した
くない

わからない
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・「今後、活動に参加したいと思う理由」について、「生活に充実感をもちたいか

ら」が 39.6％で最も高く、「お互いに助け合うことが大切だから」が 35.2％、「健
康や体力に自信をつけたいから」が 34.9％、「地域社会に貢献したいから」が
32.0％、「新しい友人を得たいから」が 26.8 であった。この結果と「活動に参
加して良かった理由」と比較したところ、「新しい友人を得ることができた」が

57.1％、「生活に充実感が持てた」が 47.0％と、実際に活動した人の評価が高い。
 

Ｑ１９－ＳＱ６「あなた自身にとって，そのような活動全体を通じて，参加して良かっ

たと思うのはどのようなことですか。この中からいくつでも選んでください。」

（複数回答）  
Ｑ２０－ＳＱ２「参加したいと思われる理由を，この中からいくつでもあげてくださ

い。」（複数回答）  
 

39.6

35.2

34.9

32.0

26.8

17.9

15.0

0.4

14.5

47.0

33.4

38.8

32.2

57.1

22.6

18.7

0.3

*

0 10 20 30 40 50 60

生活に充実感をもち
たいから （ができた）     

お互いに助け合う
ことが大切だから

（助け合うことができた）

健康や体力に自信
をつけたいから（ついた） 

地域社会に貢献したい
から（貢献できた）

新しい友人を得たい
から（得ることができた）

社会への見方を広
めたいから（広まった）   

自分の技術，経験
を生かしたいから

（生かすことができた）

その他

わからない

今後、新たに参加したい理
由（n=1783）

参加して良かったと思うこと
(n=1951)

（％）
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・「特に力を入れて参加している団体」について過去の調査と比較すると、「町内

会・自治会」、「健康・スポーツのサークル・団体」への参加は増えている一方、

「老人クラブ」は大幅に減少している。 
 

Ｑ２１－ＳＱ「その中で，あなたが特に力を入れて参加している団体を１つだけあげて

ください。」  

29.4

19.7

14.9

10.7

4.1

4.0

3.8

26.8

21.7

12.1

15.6

5.0

3.3

2.8

23.3

20.3

7.5

19.8

5.3

3.4

4.8

21.2

19.3

8.9

23.8

7.1

2.5

1.1

23.0

11.4

7.4

31.7

7.7

2.1

0.5

- 10.0 20.0 30.0 40.0

町内会・自治会

趣味のサークル

・団体

健康・スポーツの

サークル・団体

老人クラブ

宗教団体

（講などを含む）

ボランティア団体

（社会奉仕団体）

退職者の組織

（ＯＢ会など）      

（％）

3.0

2.0

1.8

1.5

1.5

1.1

2.4

2.0

2.8

1.4

1.8

0.6

1.9

2.1

3.5

3.3

0.9

3.5

0.6

3.9

3.7

5.0

1.3

3.6

0.5

2.1

2.0

3.1

3.2

3.1

0.5

4.3

*
*
*

- 10.0 20.0 30.0 40.0

学習・教養のサー

クル・団体

商工会・

同業者団体

シルバー人材センター

等の生産・就業組織

女性団体

市民活動団体

（ＮＰＯ等）        

その他

無回答

平成20年度
（n=2202）

平成15年度
（n=1868）

平成10年度
（n=1529)

平成5年度
(n=1502)

昭和63年度
(n=1588)

（％）

 
 
・ＮＰＯ活動に関心がある人（「既に参加している」、「今後参加したい」、「関心が

あるがよくわからない」の合計）は 56.1％であり、過去の調査と比較すると増
加傾向。 

 
Ｑ２３「地域の福祉や環境を改善することを目的としたＮＰＯ（民間非営利活動団体）

が活動しています。あなたはＮＰＯ活動にご関心がおありですか。」  

  既に活動に参加している

  今後参加したいと思っている

  関心があるがよく分からない

(計）

56.1

47.2

4.0

3.6

9.1

9.2

43.0

34.4

37.4

42.6

6.5

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年度
（n=3293）

平成15年度
（n=2860）

既に活動
に参加し
ている

今後参加
したいと
思っている

関心があ
るがよく
分からない

関心はない わからない
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＜性別＞  

 既に活動に参加している

 今後参加したいと思っている

 関心があるがよく分からない

（計）

56.1

58.4

54.0

4.0

5.8

2.4

9.1

11.1

7.3

43.0

41.5

44.3

37.4

37.6

37.3

6.5

4.0

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総　　数

(n=3293)

男   性
(n=1551)

女   性
(n=1742)

既に活動に
参加している

今後参加したい
と思っている

関心があるが
よく分からない

関心はない わからない

 
 
＜年齢別＞  

 既に活動に参加している

 今後参加したいと思っている

 関心があるがよく分からない

（計）

56.1

67.3

62.4

51.7

48.9

34.6

4.0

3.9

3.9

5.0

4.3

2.4

9.1

12.5

11.5

7.8

7.0

1.3

43.0

50.9

46.9

38.9

37.7

31.0

37.4

29.9

33.8

42.0

42.0

48.0

6.5

2.8

3.9

6.3

9.1

17.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総　　数
(n=3293)

６０～６４歳
(n=849)

６５～６９歳
(n=850)

７０～７４歳
(n=696)

７５～７９歳
(n=517)

８０歳以上
(n=381)

既に活動に
参加している

今後参加したい
と思っている

関心があるが
よく分からない

関心はない わからない

 
 
＜近隣との付き合い方別＞  

 既に活動に参加している

 今後参加したいと思っている

 関心があるがよく分からない

（計）

56.1

59.6

55.7

33.0

4.0

5.6

2.9

1.6

9.1

10.8

8.0

5.8

43.0

43.1

44.8

25.7

37.4

33.9

38.3

55.5

6.5

6.5

5.9

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3293)

親しくつきあっている
(n=1417)

あいさつをする程度
(n=1685)

つきあいはほとんどない
(n=191)

既に活動に
参加している

今後参加したい
と思っている

関心があるが
よく分からない

関心はない わからない
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＜友人の有無別＞  

 既に活動に参加している

 今後参加したいと思っている

 関心があるがよく分からない

（計）

56.1

63.3

58.5

47.4

4.0

8.7

2.9

0.9

9.1

12.3

9.6

5.0

43.0

42.3

45.9

41.6

37.4

32.3

35.6

44.1

6.5

4.4

6.0

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総　　数
(n=3293)

沢山もっている
(n=932)

普通
(n=1507)

少しもっている
(n=700)

既に活動に
参加している

今後参加したい
と思っている

関心があるが
よく分からない

関心はない わからない
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４．地域活動についての考え方に関する事項 
 

・地域のための活動の報酬に対する考え方について、「地域活動だから、謝礼や報

酬などは受け取るべきではない」と回答した人の割合は、平成 15 年調査では
31.1％だったが、平成 20 年調査では 46.3％と増加している。 
 
 
Ｑ２５「地域のための奉仕活動における報酬について，あなたはどのようにお考えです

か。この中からあなたのお考えに最も近いものを１つだけあげてください。」  
 

46.3

31.1

34.7

31.3

27.5

37.9

45.1

46.5

45.0

41.6

6.1

8.8

6.6

9.8

9.5

9.0

14.7

12.1

13.8

21.1

0.3

0.1

0.2

0.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年度
（n=3293）

平成15年度
（n=2860）

平成10年度
（n=2303)

平成5年度
(n=2385)

昭和63年度
(n=2451)

地域活動だから、
謝礼や報酬など
は受けるべきで
はない

地域活動とはいえ、
交通費などの実費
ぐらいは受けてもよい 

交通費などの実費に
加えて，謝礼の意味
で日当ぐらいの報酬
は受けてもよい

その他 わからない

 
 
 
 
 



 

29 

５．世代間交流についての実態と意識に関する事項 
 

・世代間交流の機会の有無について、前回調査の平成 15 年までは減少傾向であっ
たが、今回の調査では機会が増加し、５割以上が交流機会を持っている。 
 
Ｑ２７「あなたは，ふだんの生活で，家族以外に若い世代との交流の機会はありますか。」 

24.6

20.2

23.0

24.1

30.3

27.0

28.2

30.1

28.8

35.2

36.0

38.1

16.3

17.7

12.9

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年度
（n=3293）

平成15年度
（n=2860）

平成10年度
（n=2303)

平成5年度
(n=2385)

よくある たまにある ほとんどない 全くない

ある ない

 

・若い世代との交流の機会については、その参加意向が 60％を超えた。 

 
 

Ｑ２８「あなたは，若い世代との交流の機会があった場合，どうされますか。」  

14.7

11.0

11.9

11.5

47.7

41.7

43.9

43.1

22.9

26.2

26.8

30.1

9.9

13.1

11.0

7.7

4.8

7.9

6.3

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年度
（n=3293）

平成15年度
（n=2860）

平成10年度
（n=2303)

平成5年度
(n=2385)

積極的に
参加したい

できるかぎり
参加したい

あまり参
加したくない

全く参加
したくない

わからない
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